
                         

今
に
も
雨
が
落
ち
だ
し
そ
う
な
空

模
様
な
の
に
、
驚
く
ほ
ど
の
ジ
イ
ー
ジ

イ
ー
と
け
た
た
ま
し
い
蝉
の
声
。
熱
い

夏
、
そ
し
て
熱
線
を
あ
び
た
広
島
の
８

月
６
日
も
こ
ん
な
朝
だ
っ
た
ん
だ
ろ

う
か
。 

８
／
４
の
開
会
式
に
は
、
埼
玉
か
ら

２００
人
、
国
内
外
か
ら
６
５
０
０
人
が

参
加
。 

日
本
被
団
協
の
坪
井
代
表
委
員
、 

 

８
／
６
の
被
爆
か
ら
意
識
が
戻
っ
た

の
は
９
／
２５
。
一
年
後
、
畳
を
這
う

こ
と
が
で
き
た
。
現
在
、
心
臓
病
・
ガ

ン
な
ど
様
々
な
病
気
を
も
っ
て
い
る
。 

“
核
不
拡
散
条
約
は
、
核
を
こ
れ
以

上
増
や
さ
な
い
と
い
う
も
の
で
、
一
部

の
核
保
有
（
国
）
を
認
め
て
い
る
。 

こ
ん
な
バ
カ
げ
た
こ
と
は
な
い
！ 

戦
争
と
は
、
命
の
や
り
と
り
。 

な
ぜ
、
核
兵
器
を
つ
く
り
、
持
つ
の

か
！ 

核
兵
器
一
発
で
世
界
の
進
歩

を
吹
き
飛
ば
す
！
“
と
核
兵
器
の
早
期

廃
絶
を
訴
え
た
。 

 

平
和
行
進
は
４
コ
ー
ス
、
北
海
道
→
東

京
は
８０
日
間
、
東
京
→
広
島
は
９０
日
間

か
か
り
、
歩
き
通
し
た
人
は
９
人
。 

沖
縄
か
ら
は
、
沖
縄
県
全
市
町
村
長
と

全
議
会
議
長
が
賛
同
し
た
建
白
書
に
基

づ
き
、
辺
野
古
基
地
建
設
は
さ
せ
な
い

「
島
ぐ
る
み
会
議
」
が
発
足
。
辺
野
古
基

地
が
作
ら
れ
れ
ば
、
耐
用
年
数
は
２００
年
！
、

基
地
の
恒
久
化
に
つ
な
が
る
と
訴
え
る

細
く
高
い
悲
痛
な
声
に
涙
が
あ
ふ
れ
て

き
ま
し
た
。 

翌
日
は
、「
核
兵
器
廃
絶
と
く
ら
し
」
の 

分
科
会
に
参
加
。
参
加
者
１２０
人
、
若
い
人

も
け
っ
こ
う
多
く
、
初
参
加
は
５２
人
。 

 
日
本
に
は
、
憲
法
９
条
（
平
和
）
と
２５

条
（
福
祉
）
が
あ
る
。 

ア
メ
リ
カ
は
、
国
か
ら
の
自
由
と
、
生

活
保
護
も
皆
医
療
保
険
も
産
前
産
後
の

休
暇
も
な
く
、
９
条
も
２５
条
も
な
い
貧
困

国
家
・
軍
事
国
家
で
あ
る
。 

戦
後
の
日
本
は
、
軍
事
費
を
一
定
に
抑

え
、
経
済
に
力
を
入
れ
、
社
会
保
障
も
発

展
さ
せ
、
平
和
が
福
祉
を
支
え
て
き
た
。

し
か
し
、
い
ま
、
長
時
間
や
派
遣
労
働
、

失
業
や
較
差
な
ど
、
貧
困
大
国
へ
の
道
を

進
ん
で
い
る
。
労
働
環
境
や
生
活
保
護

な
ど
福
祉
２５
条
が
保
障
さ
れ
な
い
と
、

「
そ
れ
ど
こ
ろ
で
は
な
い
！
」
と
、
核

廃
絶
も
原
発
再
稼
働
も
集
団
的
自
衛

権
行
使
も
、
先
の
こ
と
が
考
え
ら
れ
な

い
状
況
が
あ
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

２５
条
が
徹
底
さ
れ
れ
ば
、
貧
困
か
ら

免
れ
る
。
福
祉
が
平
和
を
守
る
。
４
時

間
半
に
及
ぶ
討
論
・
報
告
で
あ
っ
た
。 

８
／
６
の
平
和
記
念
式
典
に
は
一

般
人
は
参
加
で
き
ず
、
テ
レ
ビ
を
見
な

が
ら
黙
祷
を
し
た
。
そ
の
す
ぐ
後
、
友

人
か
ら
「
皆
野
の
防
災
無
線
か
ら
広
島

の
原
爆
投
下
へ
の
黙
祷
の
呼
び
か
け

が
あ
っ
た
」
と
メ
ー
ル
が
あ
り
、
「
す

ご
い
こ
と
だ
ね
」
と
返
信
し
た
。
こ
ん

な
時
だ
か
ら
こ
そ
、
平
和
の
声
を
も
っ

と
上
げ
よ
う
。 

来
年
は
戦
後
７０
年
、
４
月
の
国
連

軍
縮
再
検
討
会
議
へ
大
代
表
団
で
集

め
た
署
名
を
提
出
。 

  

８
／
１０ 

秩
父
で
平
和
の
つ
ど
い 

十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で
三
部
構
成

で
、
第
一
部
「
憲
法
学
ん
で
平
和
を
守

る
」、
第
二
部
は
「
す
い
と
ん
を
食
べ
な

が
ら
語
り
合
い
」。
第
三
部
は
「
破
憲
許

す
な
平
和
集
会
」
の
予
定
で
し
た
が
、

台
風
の
影
響
で
講
師
の
到
着
が
遅
れ
、

前
後
し
て
、
最
初
に
「
み
ん
な
の
測
定

所
in
秩
父
」
の
方
か
ら
、
秩
父
の
放
射

能
の
測
定
結
果
の
説
明
。
鹿
の
解
体
測

定
等
が
話
さ
れ
ま
し
た
。
到
着
さ
れ
た

講
師
の
伊
藤 

朝
日
太
郎
さ
ん
（
若
手

弁
護
士
の
会
）
か
ら
集
団
的
自
衛
権
・

憲
法
の
こ
と
を
歴
史
を
か
ら
め
、
わ
か

り
や
す
く
話
さ
れ
、
最
後
に
、
み
ん
な

に
是
非
行
動
し
て
ほ
し
い
事
を
二
つ
話

さ
れ
ま
し
た
。
秘
密
保
護
法
に
関
す
る

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
ぜ
ひ
地
元
選

出
の
国
会
議
員
に
と
。
ま
た
、
集
団
的

自
衛
権
に
つ
い
て
の
具
体
的
な
法
律
成

立
を
止
め
る
運
動
を
と
の
事
で
し
た
。 

 
 

秩
父
ユ
ネ
ス
コ
協
会
の
方
が
高
校
生

と
自
分
た
ち
で
考
え
て
作
っ
た
紙
芝
居

を
使
っ
て
の
朗
読
劇
を
み
て
、
若
者
も

頑
張
っ
て
と
思
い
ま
し
た
。（
Ｔ
・
Ｓ
） 

しあわせを 

共に産み出す党 

日 本 共 産 党 

２０１４年８月２４日 
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「戦争をしない」という憲法の誓いは、被爆国日本の原点。平和あってこそのくらし 

皆野町では、原爆投下の８／６・９、終戦記念日の 8/15 に、防災無線で恒久平和への「黙祷」の呼びかけが行われた 

 

８／９に、防災無線で「黙祷」の呼びかけが行われた。 


